
 

 

 

近年、子ども達は直接的な体験の機会が少なくなっていると言われています。 

変化していく社会の中で、子ども達が生き抜く力を育てるためには、異学年や地域

の大人と交流しながら様々な体験をすることが必要です。 

そのために行っている事業の１つが「放課後子ども教室（各地区平日開催）」です。 

◆放課後子ども教室（各地区平日開催）とは 

平日の放課後の時間、地域の大人が指導者となり 

子ども達に様々な体験活動の機会を提供する事業です。 

◆なぜ放課後子ども教室が始まった？ 

長井市では児童の約３割が学童クラブを利用しています。「学童クラブに通って

いる子と通っていない子が放課後に遊ぶ場が無い」「家に帰っても近所に遊ぶ子

どもがいない」といった声を受け、平成２７年度から市全体で放課後子ども教室

（各地区平日開催）に取り組んでいます。 
 

 

   

 

 

◆長井市の体制について  

  コーディネーターという役割を各地区１～２名の方にお願いしています。   

その方が中心となって地域の指導者を集め、活動を企画・運営していただいてい

ます。また、PTA や子ども会、地区長会など様々な団体と協議の場を持ち、地

区のコミュニティセンターや学校にご協力いただきながら実施しています。 

◆Q＆A 

 ①学童クラブとの違いは？ ⇒役割と頻度が異なります。 

学童クラブ：留守家庭のお子さんの生活の場（学校のある日は開所） 

放課後子ども教室：全ての児童の学びと交流の場（月１回程度） 

  ②参加したい時は？ 

   各回開催の１～２週間前にチラシが配られます。チラシに記載の方法で  

お申し込みください。 
 

 

Ｈ３１．４．１現在、長井市内の小学生１，２４２名に対して

３８２名の児童が学童クラブを利用しています（約３０％）。

１～３年生に限れば、小学生６２５名に対して２９３名の児童

が学童クラブを利用しています（約４６％）。 



「放課後子ども伊佐沢教室」について 
伊佐沢地区コーディネーター 大沼幸枝 

１．地域の中での「放課後子ども伊佐沢教室」の目的 

   全校一斉下校を実施している伊佐沢小学校では、「放課後に学童クラブを利用する児童は

学童クラブ内の児童としか遊べない」「学童クラブを利用しない児童は下校後に遊ぶ友達が

居ない」といったケースが多い。また、家が学校から遠く放課後に遊びに出掛けるのも困難

な子どももいる。 

  「放課後に自由に遊べる時間があったら…。」「長期休暇の時に子ども達が自由に安全に 

集まれる場所があったら…。」 

そういった思いから、小学校、学童クラブ、コミセン、そして地域の人達と協力し、安心

して過ごせる子ども達の居場所作りを目的として活動している。 

 

２．「放課後子ども伊佐沢教室」の概要 

 〇開催日  月一回の水曜日（一斉下校の日）※月により変動あり 

 〇会 場  小学校の体育館や多目的ホール、グラウンドなど 

 〇時 間  放課後の午後 2 時 45 分頃〜4 時 15 分頃（冬は変更） 

 〇対象者  伊佐沢小学校の全校児童（学童クラブ含む） 

 

３．「放課後子ども伊佐沢教室」のいままで（回顧録） 

    コーディネーターを引き受けた当初は「何か特別な事をしなくては…」と、活動メニュー

を必死に考えていた時期もありました。一つのテーマを決めても興味ある子もいれば、やり

たくない子も勿論います。全校児童参加型の伊佐沢地区ならではの課題でもありました。 

しかし、子ども達が求めていたものは、『自由時間』でした。今では自由遊びをメインに、

当日何をするかは子ども達と一緒に決めています。 

 

４．現在の運営で課題だと感じている事 

    平日の開催という事もあり、活動の見守りについてはなかなか集まらないのが現状です。

伊佐沢地区では、学童クラブ支援員が常時見守りに参加する事で見守り体制を強化していま

す。全校児童参加型という事で、参加する子ども達全員が楽しめる様に考えていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 



５．やりがいだと思っていること 

放課後子ども教室のコーディネーターを引き受けてから 5年が経ち、当時一年生だった子

ども達が六年生になりました。子ども達の成長を間近に感じられるのも楽しみで、自分の子

供が大きくなり地区行事や学校行事から遠ざかる中、放課後子ども教室のコーディネーター

として地区の子ども達と関わりを持てる事は大きな魅力です。また、卒業した子ども達が放

課後の見守りに参加してくれたり、夏休みにプールで子ども達のコーチをしてくれたり、地

域の一員として地域貢献してくれる姿にとても嬉しくなります。 

 

６．今後どんなふうに進めていきたいか 

小学校、学童クラブ、コミセンと協力し、様々な体験活動を子ども達に経験させたい。 

また、必要があれば学校活動や学校行事、地域の行事などにも協力したいと考えています。 

春、夏、冬の長期休暇中の子どもの居場所作り（例えば、夏休みならプール開放のお手伝い

や宿題などを持ち寄り、自由に過ごせる場所など）にも力を入れて行きたいと考えています。 

 

７．いつも見守りに協力して頂いている学童クラブから一言 

平日開催の見守りで感じた事は、やはり、見守りの人数が少ないということ。限られた時間

と限られた見守り人数で無理なく出来る活動であるべきだと思う。以前に開催したサッカー教

室や料理教室では子ども達が楽しそうにしていたので是非、また開催して頂きたい。これから

も小学校との連携を密にし、子どもたちの自由に過ごせる時間を応援して行きたいと思います。 

 学童クラブ 冨永 

８．コーディネーターから地域の方にお願いしたいこと 

放課後子ども伊佐沢教室で見守りをしてくれる方・指導者を随時募集しています。 

気軽にお問い合わせ下さい。見守りは地域の方ならどなたでも大歓迎です！ 
コーディネーター携帯 090-6224-1427   電話でもショートメールでも構いません。 

 

 



 

 

お問い合わせ先： 

長井市教育委員会文化生涯学習課 生涯学習係 

電 話：0238(84)7677 

FAX：0238(88)5883 

伊佐沢地区 

平成２７年度 

水泳、サッカー、お菓子作り

福祉体験など１０回実施 

参加者延べ４９８名 

平成２８年度 

自由遊び、宿題、プール 

けん玉など１６回実施 

参加者延べ５４５名 

平成２９年度 

自由遊び（宿題・運動などを

子どもたち自身が選択）を 

中心に１１回実施 

参加者延べ３６０名 

平成３０年度 

自由遊びや公民館開放、プログ

ラミング教室など１２回実施 

参加者延べ４５８名 

令和元年度 

自由遊びやプール開放、雪板

作りなど１２回実施 

参加者延べ４５２名 

当時の伊佐沢小学校PTAが中心となり、他地区に先行して平成２６年から開始

しました。平日の放課後は全校児童が活動に参加し、子ども達それぞれが遊びを

選択しています。学校の長期休業中には、学校やコミュニティセンターと協力し

て教室を開放し、子ども達の居場所づくりを行っています。 


